
京都大学文学部・文学研究科

2007年度 シラバス（授業計画）
科目名 言語学特殊講義

担当者 郡司 隆男 曜日・時限 金曜・2限

テーマ 言語学における議論の方法

授業内容 言語学における論証のための議論を、統語論を例にとって解説する。英語を中心とした言語の統語現象を

題材にするが、本講義では、統語論の詳細を学ぶことが目的なのではなく、分野を越えて成り立つ、言語の

科学的な研究のしかたを学ぶことを目的とする。特に、データのとり方、理論的な一般化のやり方を身につ

け、自分の頭で理論的な分析ができるような力を養うことを目標とする。

授業計画 以下は大体の日程。多分この通りにはいかない。

月日 章節 ページ ページ数
Chapter 1

1 4/13 0–1.1 pp. 3 –13 11
2 20 1.2–2.2.1 pp. 13–24 12
3 27 2.2.2–2.3.3 pp. 24–34 12
4 5/11 2.3.4–4 pp. 35–46 12

Chapter 2
5 18 0–1.3 pp. 67–79 13
6 25 1.4–1.7 pp. 79–89 11
7 6/ 1 1.8–2.3 pp. 89–101 13
8 8 2.4–3.1.1 pp. 101–110 10
9 15 3.1.2–4 pp. 110–122 13

Chapter 3
10 22 0–1.2.3 pp. 157–171 15
11 29 1.2.4–1.3.1 pp. 171–183 13
12 7/ 6 1.3.2–3.5 pp. 183–197 15
13 13 3–5 pp. 197–209 13

Chapter 4
14 10/ 5 0–3.1 pp. 238–249 12
15 12 3.2 pp. 250–262 13
16 19 4–4 pp. 262–267 6

Chapter 5
0–1 pp. 307–312 6

17 26 2–2.6 pp. 313–325 13
18 11/ 2 2.7–3.2.1 pp. 325–337 13
19 9 3.2.2–5.1 pp. 337–346 10
20 16 5.2–6 pp. 346–353 8
21 30 予備
22 12/ 7 予備
23 14 予備

授業方法 講義形式。

評価方法 出席状況および、複数の課題、およびレポートによる。

履修上の注意 教科書はあらかじめ読んでおくこと。各章末の Exercise の中から指定したものを宿題にする。単位
取得には宿題の提出は必須。

教科書 Liliane Haegeman, Thinking Syntactically: A Guide to Argumentation and Analysis, Blackwell, 2006,
ISBN: 1-4051-18653-9. 2007年 4月現在、Amazon で ￥5,000（税込み）通常 3 5週間以内に発送

参考書 授業中に指定する。


